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なりそう思う， 4 :まぁそう思う ， 3 :どちらともい








































授業形態の違いによるコンピュ ー タ学習効果の比較 75 
表 1 実習 終了後の因子負荷量
第 1因子：コンピュータ知識向上因子 因子負荷最
質
Q7 ネットワークの仕組みに対する理解が向上したと思いますか 0.71 
Q80 0Sに対する理解は向上したと思いますか 0.80 
問 Q 9 Windowsシステムに対する理解が向上したと思いますか 0.68 
項 Ql2 ソフトウェアの使い方は向上したと思いますか 0 68 
目
Ql6 ハードディスクと MOの容量の違いについての理解が向上したと思いますか 0 61 
Ql7 コンピュータの内部構造についての理解が向上したと思いますか 0 75 
第 2因子：メールとインターネットの活用能力に関する因子 因子負荷盤
Q4 メールの送受信が向上したと思いますか -0.49 
質
Q21 電子メールの使い方は理解できたと思いますか -0.46 
Q22 インターネットの使い方は理解できたと思いますか -0.49 
問 Q25 電子メールに興味が持てたと思いますか -0.70 
項 Q26 インターネットに典味が持てたと思いますか -0.69 
目
Q27 もっとコンピュータを使うことができるようになりたいですか -0.47 
Q59 コンピュータを好きになったと思いますか -0.58 
Q60 コンピュータは楽しいですか -0 48 
第 3因子 ：身体的疲労因子 因子負荷屈
質 Q43 コンピュータを使うと目が痛〈なるような気がしましたか 0 61 
問 Q44 コンピュータを使うと頭が痛くなるような気がしましたか 0 76 
項 Q45 コンピュータを使うと疲れやすくなりましたか 0.73 
目 Q46 体調が悪くなりましたか 0.64 
第 4因子 ：自己の能カ・意識の評価因子 因子負荷飛
質
Q50 人前で話すことに抵抗がなくなりましたか 0 52 
Q51 自分で計画した通りに動けるようになりましたか 0.54 
問 Q54 ストレス発散がうまくなったと思いますか 0.60 
項 Q55 他人とのコミュニケーションがうまくなったと思いますか 0.77 
目
Q56 自尊心が向上したと思いますか 0.57 
Q58 自分の知的好奇心が満たされたと思いますか 0.55 
第 5因子 ：コン ピュータ操作に対する評価因子 因子負荷最
Q33 操作を失敗することに対する不安は薄れたと思いますか 0.55 
質 Q35 操作をする時はリラ ックス をしていましたか 0.54 
問
Q36 自信を持ちながら操作かできるようになりましたか 0.69 
Q37 操作手順をはっきりと理解できるようになりましたか 0.49 
項 Q38 栢極的に自分で操作するようになりましたか 0.51 
目 Q39 人前での操作に自信が持てるようになりましたか 0. 71 
Q40 誤ってコンピュータファイルからデータを消去してしまうことがなくなりましたか 0.49 
第 6因子：能動的行動力因子 因子負荷屈
質 Q28 もっと情報科学概論実習をしたいと思いますか -0.54 
問 Q48 数学に興味を持てるようになりましたか -0 49 
項
目 Q68 コンピュータが使えると就職に有利だと思いますか -0 58 
第 8因子：コンピュータに対する興味 ・不安因子 因子負荷堡1 
扁項 Q29 全体的にコンピュータ実習への典味が持てたと思いますか 0.51 
目
Q41 不安が蒲れましたか 0.49 




これより ，因子数は 8として抽出すればよいことが 項目の重複が見られない．したがって，これらの 8因
分かる．さらに，抽出し た因子にバリマックス 回転を 子は，互いに独立した因子と考えることが出来る．と
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表 2 因子得点による母平均の差の検定結果










平 均 -0. 2813 0 2665 -0.0180 0.0171 -0. 0484 0.0459 -0 1835 0.1739 
標準偏差 0.8302 0 9417 0.9640 0.8507 0.8331 0.9635 0 8878 0.8841 
検定統計量 -3 2445 -0.2037 -0.5502 -2.1243 
判定 1 ％で有意 有意差なし 有意差なし 5 ％で有意






授業形態 長期一斉型 短期少人数型 長期一斉型 短期少人数型 長期一斉型 短期少人数型
平 均 -0 0518 0 0491 -0.0722 0.0684 
標準偏差 0.9169 0 8890 0.7812 0.9045 






度の高い第 1~ 6, 8因子を用いて，学習効果の分析
を行う．
3) 因子の命名









































































































































































また， コンピュータヘの興味 • 関心， コンピュータ
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